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人口6，073人．一17

　男　2、924人1－8

　女3，149人1－9．

世帯数1，758戸一51

　・P成電年9目1日現る

　　　　は対前月比
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　9月／6，17日に行われた「牧水のふるさとまつり一で披露され

た宜野湾而の琉球舞躍は、訪れた多くの人たちを楽しませてくれ

ました。

一頃10
，）、るさとは 山のおくなる　山なりき

うら若き母の乳にすがりき
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ワ
一弔成厄年1D月号、

つ

こ“、
つ

と報田丁

好1がる
lllll牧水のふるさとまつ‘川1

　例年、牧水の命日である9月17日置は牧水祭が行われていますが、本年は町制施行20周年を

記念して、16日と17日に初めての試みとして「牧水のふるさとまつり」が開催されました．

　まつりは新ひむかづくり運動の一環として行われ、姉妹都市の沖縄県宜野湾市や、友好町の
鹿児島県東郷町からもお客さんを迎えるなど、町内外からの多くの参加がありました。

．
鰍
戦
．

妻
葱

レ
坪
谷
臼
太
鼓
踊
り
保
存
会

　
に
よ
る
臼
太
鼓
踊
り
も
好

　
評
で
し
た
．
．

レ
商
工
会
青
年
部
に
よ
る

　
出
店
も
に
ぎ
わ
い
ま
し

　
た
．
、

＼

　ムφ」を▲歌碑祭では、神事のあと献酒を

　行い、ありし日の牧水をしのび
　ました，

、
つ

こ“、
つ

と報田子LF成元年挿月レ∫．

『
自
㊧
憩
寄
る
）
』
畠
例
制
竃

　
平
成
．
兀
年
六
月
の
議
会
で
、
「
東

郷
町
民
の
生
活
環
境
と
自
然
を
守
る

条
例
一
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

　
こ
の
条
例
は
東
郷
町
民
の
生
活
環

境
、
自
然
環
境
を
今
以
上
に
汚
染
、

ま
た
は
破
壊
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
町
民
自
ら
の
手
で
守
り
、
さ
ら
に

は
汚
濁
汚
染
の
原
因
を
少
し
で
も
取

り
除
き
、
よ
り
良
き
生
活
環
境
を
つ

く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の

で
す
　
条
例
は
κ
章
、
五
二
三
条
か
ら
成

」
丈
さ
れ
て
い
ま
⊥
9
が
、
八
土
体
的
1
1
卜
7
4
一

通
常
の
生
活
の
中
で
一
人
ひ
と
り
が

環
境
を
害
さ
な
い
よ
う
配
慮
し
た
行

動
を
取
る
こ
と
に
よ
り
自
然
を
守
ろ

う
と
い
う
2
っ
の
で
す

　
な
お
、
概
略
は
次
の
と
お
り
で
す
．

な自然で

リフレッシュ
い
を

きれ

心

　
第
一
章
で
は
、
町
、
事
業
者
、
町

民
は
良
好
な
環
境
を
守
・
る
た
め
、
そ

の
保
全
に
努
め
る
必
要
性
が
述
べ
て

あ
り
ま
す
．
．

　
第
二
章
で
は
、
生
活
環
境
を
害
す

る
行
為
を
抑
制
し
、
環
境
の
整
備
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
．
．
〔
悪
臭
、

暖
菅
の
防
止
、
愛
が
ん
動
物
の
飼
育

者
の
義
務
、
浄
化
槽
の
維
持
管
理
義

務
な
ど
）

　
第
三
章
は
、
破
壊
さ
れ
、
ま
た
消

滅
し
よ
う
と
し
げ
、
い
る
自
然
植
物
を

保
k
す
る
た
め
の
措
置
が
定
め
ら
れ

河
、
い
ま
す
．
（
り
ん
を
含
む
家
庭
用

合
成
洗
剤
の
使
用
自
粛
、
排
水
処
理

施
設
の
設
置
、
緑
化
の
推
進
な
P
こ

　
第
四
章
、
第
五
章
は
、
補
則
、
罰

則
の
規
定
で
す
．
　
（
立
入
調
査
、
保

ど護
）　地
　　区
　　等

　　ρ

　　仔
　　為

　　に
　　対．

　　す

　　る

　　則

　　な

　
自
然
環
境
の
汚
染
、
破
壊
は
地
球

規
模
で
起
き
て
い
る
と
「
．
口
わ
れ
て
い

ま
す
．
．
東
郷
町
に
は
ま
だ
豊
か
な
緑

が
あ
り
清
流
も
残
っ
て
い
ま
す
．
こ

の
自
映
田
面
守
り
、
未
冶
不
へ
引
継
ぐ
こ
と

が
我
々
の
義
務
で
す
、
　
一
人
ひ
と
り

の
行
動
で
東
郷
町
民
の
生
活
環
境
と

自
然
を
守
り
ま
し
ょ
う

※
こ
の
条
例
は
平
成
元
年
十
二
月
一

　
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
．

※
こ
の
条
例
の
写
し
が
入
用
の
レ
η
は

　
役
場
受
付
に
備
え
て
あ
り
ま
す

’ミ“識“駅§

　　臥　　モ、いト
　　　　’・ミ“　ぐ

　　　　　黙ミ、ミ

　　　　　　　☆“

献
血
と
献
俸

　
一
献
血
し
と
か
、
献
体
し
と
い
う

．
百
葉
を
耳
－
・
ト
し
ま
す
が
御
存
じ
で
し

ょ
う
か
、
一

　
献
血
と
は
、
自
分
の
血
液
を
輸
血

用
の
保
存
血
液
等
に
無
償
で
提
供
す

る
こ
と
で
す
．
．
現
代
の
医
学
で
は
、

私
た
ち
の
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う
な

手
術
が
行
わ
れ
、
手
術
の
量
も
多
く

質
も
極
め
て
高
度
な
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
．
ま
た
、
予
期
も
し
な
い
交

通
事
故
な
ど
輸
血
を
必
要
と
す
る
疾

病
は
増
加
の
一
途
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
．
．

　
宮
崎
県
で
は
、
日
本
血
液
セ
ン
タ

ー
で
そ
の
血
液
の
確
保
に
努
力
し
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
目
標
達
成
は
困

難
な
よ
う
で
す
．
、
東
郷
町
で
も
年
四

圖
の
献
血
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
目
標
数
量
を
満
た
し
て
い
な
い

状
況
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
御
理

解
と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
．
、

　
次
に
献
体
で
す
が
、
簡
単
に
言
え

ば
自
．
分
の
死
後
、
自
分
の
遺
体
を
解

　
　
談

　
・
＼
、
、
“

　
ミ
＼
、
“

、
、
憾
状
＼
、
、

“
献
、
評
、
＼
、

“
　
、
＼
、
、
・
ミ

剖
学
実
習
の
教
材
と
し
て
、
医
科
、

歯
科
の
大
学
へ
無
償
で
提
供
す
る
こ

と
で
す
．
．
解
剖
学
実
習
は
、
医
学
に

は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
学
問
で

あ
り
、
こ
れ
を
除
い
て
は
医
学
の
進

歩
は
な
い
レ
ニ
．
面
わ
れ
て
い
ま
す
　
日

本
人
の
寿
命
が
世
界
に
誇
れ
る
長
寿

に
な
っ
た
の
も
難
病
の
治
療
に
高
度

な
手
術
が
行
わ
れ
る
の
も
人
体
の
構

造
を
よ
く
知
一
．
て
研
究
し
た
成
果
で

す　
こ
の
よ
う
に
「
、
医
学
の
進
歩
の
恩

恵
に
欲
し
た
こ
と
に
報
い
る
た
め
に
．
」

を
趣
意
と
し
て
、
学
問
の
た
め
に
自

分
の
遺
体
を
寄
贈
す
る
こ
と
を
献
体

と
言
い
ま
す
．
、

　
日
本
で
は
、
法
律
に
基
づ
い
て
こ

の
献
体
に
関
す
る
仕
事
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
な
お
、
宮
崎
県
で
は
、
宮

崎
医
科
大
学
内
に
協
力
会
で
あ
る

「
白
菊
会
」
が
結
成
さ
れ
、
献
体
の
た

め
の
諸
々
の
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
．
、
ま
た
、
東
郷
町
内
に
も
白
菊
会

に
入
会
さ
れ
！
、
い
る
方
か
い
ら
っ
し

め
、
る
よ
う
で
す
．
．

　
下
臥
依
　
に
つ
い
〆
、
お
も
／
1
あ
9
ね
の
ト
わ
は
次

の
と
こ
ろ
へ
お
問
い
へ
口
．
わ
せ
く
だ
さ
い

※
宮
崎
医
科
大
学
「
自
警
八
f

電
話
0
9
8
5
（
8
5
〕
1
7
8
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　　

@　

@　

|o

氏
|
日
…

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…　
毎
年
十
月
一
目
は
「
．
法
の
日
」
で
…

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

す
．
こ
の
機
会
に
「
自
由
」
の
意
味
…

と
「
法
あ
役
剖
を
考
え
て
み
ま
廿
・
…

　
≧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

　
法
は
、
い
か
な
る
暴
力
も
否
定
し

　
　
　
基
本
的
人
権
を
擁
阪
し
、
社
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

「
法
の
日
」

……ん
J

……
ま
す
。

一
会
秩
序
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
…

…
し
て
法
は
禦
さ
れ
て
い
る
の
で
す
．
…

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

響
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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1P高邑年IU月号、
つご、

つ
と報二丁

議
長
に
寺
原
国
義
議
員

　
選
挙
後
、
初
め
て
開
か
れ
た
臨
時
町
議
会
に
お
い
て
、
正
副
議
長
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

臨
時
町
議
会
は
八
月
十
六
日
に
開
会
さ
れ
、
投
票
の
結
果
、
議
長
に
寺
原
国
義
議
員
（
鶴
野
内

一
6
0
歳
）
、
副
議
長
に
黒
田
幸
作
議
員
（
田
野
一
6
2
歳
）
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
種
常
任
委
員
も
次
の
と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

副
委
員
長

委
員
委
員
委
員
委
員
委
員
委
員

田
中
守

黒
木
行
也

黒
木
九
一

黒
木
　
勝

黒
田
幸
作

新
名
甫
史

三
浦
文
人

特
別
委
員
会

　
委
員
長

　
副
委
員
長

　
委
員

　
委
員

　
委
員

　
委
員

、￥成∫黙某歳三∫黙
1京　で｝　＝イく　オく　ぞ．甫　田

匡1亀行　　 ＝文幸

義行也勝人作

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

義

　
　
　
　
　
　
長
国

．
二
噸
尋

　
て
．
．
．
口
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す

町
民
の
声
の
こ
だ
ま
役
と
も
い
う
べ

き
新
し
い
十
六
人
の
議
員
が
決
ま
り
、

改
麗
迭
後
事
の
王
事
時
峨
八
ム
に
お
い
て
」
各

員
各
位
の
御
推
挙
に
よ
り
ま
し
ば
、
議

長
の
要
職
に
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
　
身
に
あ
ま
る
光
栄
で
あ
り
、
衷

心
よ
り
感
謝
い
た
す
と
と
も
に
こ
の

で
里
h
只
’
ぼ
旛
剛
戚
心
い
た
一
二
、
い
る
し
だ
い

で
あ
り
ま
す
．
．
何
．
分
に
も
浅
学
非
才

で
ご
翻
．
、
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
方
の

御
指
．
，
丁
御
鞭
遅
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
東
郷
町
も
基
本
的
に
は
第
一
一
次
総

合
計
画
に
基
づ
き
町
政
か
進
め
ら
れ

〆
、
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
基
幹
産
業

で
あ
る
農
林
業
を
は
じ
め
す
べ
て
の

産
業
が
経
営
面
で
は
極
め
て
厳
し
く

大
き
な
試
練
に
た
た
さ
れ
て
い
ま
す
．
．

今
後
も
各
産
業
を
取
り
ま
く
環
境
の

不
透
明
感
は
容
易
に
解
決
で
き
そ
う

に
な
い
重
大
な
時
期
で
あ
り
ま
す
．
．

　
私
ど
も
議
会
も
、
町
民
皆
さ
ま
方

の
御
期
待
と
負
託
に
応
え
る
べ
く
円

滑
な
る
議
会
運
営
を
行
い
、
議
会
の

も
つ
機
能
を
十
二
分
に
発
揮
し
〆
、
、

町
長
の
施
策
が
真
に
町
民
の
皆
さ
ま

の
も
の
で
あ
る
か
を
審
議
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
．
そ
う
し
て
、
是

は
是
、
非
は
非
と
の
適
格
な
る
判
断

の
も
と
で
、
議
会
と
町
執
行
部
が
車

の
両
輪
と
な
り
皆
さ
ま
方
が
安
心
し

て
住
め
る
町
つ
く
り
に
努
力
い
た
す

覚
悟
で
あ
り
ま
す
．
．

　
今
後
と
も
一
層
の
御
指
導
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ガ
、
、
就

任
の
ご
あ
い
さ
っ
と
い
た
し
ま
す
．

○
地
域
開
発
促
進
特
別
委
員
会

委
貝
長

副
委
員
長

委
員
委
員
委
員

田
口
3
1

委
員
添
原

仁
膝
輝
夫

’ド

冝
|
卜
し
、
・
藍

有
旺
レ
夢
毎

直
野
哲
義

成
合
亀
屋

新
名
哲
朗

・
』
、
・
r
．
1
・
．
一
、

，
甲
ち
し
滑
7

稲
田
稀
重

寺
原
国
義

○
東
九
州
自
動
車
道
・
路
線
誘
致

［
部
事
務
組
合
議
会
議
員

。
日
向
地
区
衛
生
施
設
組
合
議
会

議
員

黒
木
行
也

寺
原
国
義

○
延
岡
・
日
向
地
区
伝
染
病
隔
離

病
舎
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
黒
木
行
也

　
　
　
　
　
　
　
新
名
甫
史

常
任
委
員
会

○
総
務
常
任
委
員
会

　
委
員
長

　
副
委
員
長

　
委
員

　
委
員

　
委
員

　
委
員

黒
木
　
勝

直
野
哲
義

稲
田
英
雄

畝
原
孝
純

I
l
｝
一
　
　
・
」

寺
原
国
義

委
員
委
員

黒
田

幸

作

新
名
．甫

史

○
農
林
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委
員
委
員

委
u
1
1

佐

膝
輝

夫

，こ新稲成
野名田合
貞哲稀亀
夫朗重行

。
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委
員

黒
木
行
也

三
浦
文
人

黒
木
九
一

特
別
委
員
会

○
企
業
誘
致
促
進
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
　
　
　
畝
原
孝
純

一
‡
φ
‡
◇
■
■
◇
φ
■
今
■
ー
ー

…
◆
◆
φ
■
φ
◇
■
＄
…
・
‡

10

獅
ﾍ
労
働
保
険
適
用
詰
論
月
間
で
す

　　○　OO　 O矢［1と月さ
耳醸加1運労労災ノ労・しをえ労
業入営働働保働啓て一．る働
’友＝　手・　し　f呆f呆1；灸flf芝　ヲ壱ラヒヴテヴ∫・　省

定続て1；灸険と険にめ働働で馳
所．きいははをと取’f呆保は
で1は　る　　”総：は　り　労　険　険　　’

㌦隣繍セ㍉認鵬を歪
丁寄でが保空用で険促標あ
♪．りす直険面保い評ill進語明
／∬　の　　接で．葉険　ま　度月　に　日

醗歯す舷㍗星l」誌

　
　
｛

※
加
入
手
続
き
等
の
事
務
処
理
が
煩

わ
し
い
と
お
考
え
の
事
業
主
の
方
に

は
、
労
働
保
険
事
務
組
合
や
社
会
保

険
労
務
士
の
制
度
を
お
勧
め
し
ま
す
．
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　　謡講籍歎大会一r薦
・月1・日沖リ二三で浦［姻略麗ピi

囑息∴㌻鷺山揚二，i甥
いましたか・・ラゥ・ド・・デ・シ・ンの関；クi

髪警きよバレーボ『ルに鳴して商工しiス1

　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　結果は次のとおりです、　　　　　㌧脚・繭

　　優勝弔2部福山1
　　準優勝　第8部．無野内’

　　3　位　第7部1寺迫｝
解
一

㌦

…
蒸

　　　　　▲牧水の里を美しく

　　　　　　　　　　　　～坪谷老人クラブ～

　坪谷老人クラブは、例年牧水祭を前に、牧水生家、記念

館周辺の清掃などを行っていますか、本年も9月3日に、

約40名か参加して奉仕作業を実施しました．

　また、昨年坪谷琶ノ＼クラブが仲深老ノ、クラブとともに／11．

えつけた牧水公園の彼岸花は、今年美しい花を咲かせてい

ます．

、
幅
餓
鷺

轡

　　▼精神障害者に暖かい目を…
　8月29日、役場講堂で精神障害者の’家族会合同研修会が、

県の主催で．開催されました．

　参加したのは、西郷村、南郷村、北郷村と東郷町の精神

障害者をもつ家族約6〔洛で．、鮫島哲也先生による一精神障

害者に対する家族の接し方一の講演などを受講しました，

灘
響
澗
遡
麺
期

蝋囁

　　　▲惜しくも準優勝…

　　　　　　　　　　　～小野田婦人会～

　東臼杵郡地域婦人連絡協議会バレーボー㌧大会が、

9月12日、中央公民館で開催されました＝

　本町代表の小野田婦人会は、予選リークを全勝て．勝

ち進み、決勝戦に臨みましたが、強豪北浦チームに敗

れ、準優勝でした

　対戦成績は次のとおりです．

　　予逢iり一ク

　　　東郷2対O　北川

　　　東郷2対1北郷

　　決勝戦
　　　北浦　2廿。　東郷

直

短
歌

尾
酔
臥
歌
会

藷
9
・

レ

　
・
貴

塞

ぼ

禽

牛
好
き
の
友
が
牛
競
に
て
傷
つ
き
し

足
を
見
つ
む
る
目
の
さ
び
し
が
り

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世

キ
ュ
イ
は
棚
に
は
昌
．
旧
は
ず
自
か
ら
の

蔓
か
ら
み
合
い
宙
に
伸
び
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
天
野
　
文
雄

亡
き
夫
の
ス
テ
ィ
リ
、
ク
に
！
、
玉
を
打

つ
夢
に
覚
む
れ
ば
水
無
月
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
井
L
キ
ミ
エ

幾
百
の
仔
牛
ど
よ
め
く
せ
り
市
場
抗

が
う
仔
牛
に
足
を
踏
ま
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
久
．
r

吹
き
荒
れ
し
ひ
と
夜
と
思
ふ
沿
線
に

杉
の
太
木
の
倒
れ
し
が
口
兄
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄
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点
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津
川
風
景

脚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

…
　
　
H
美
々
川
と
耳
川
　
…

　
皆
々
川
ま
た
は
美
々
津
川
な
と
耳

川
の
時
ひ
方
は
な
せ
違
つ
の
か

　
、
人
友
、
島
津
の
人
口
戦
記
の
中
に

　
一
明
ク
ル
f
二
日
ニ
ハ
美
々
津
河

　
ヲ
渡
ス
所
思
薩
摩
勢
切
，
テ
カ
カ

　
リ
人
友
q
甲
モ
返
！
合
セ
テ
防
戦
ス
一

　
　
天
儒
■
－
井
野
　
戸
　
ぬ
し
へ
｝

一、

燗
�
ﾌ
役
〔
甲
龍
声
誉
）

　
丸
々
津
旧
は
そ
の
源
一
つ
あ
り

　
一
つ
は
し
ノ
山
曲
北
の
平
谷
よ
り

　
発
し
、
一
つ
は
国
見
岳
よ
り
発
し
」

　
　
明
耐
一
狂
－
西
南
の
役

「、

P．

縛
ﾐ
南
の
日
向
地
f
眈

　
「
美
々
津
川
ハ
西
へ
季
原
村
ヨ
リ

　
未
リ
屈
抽
！
テ
巣
二
流
レ
テ
児
湯

　
郡
高
松
村
：
・
一
脇
村
i
ノ
界
二
八

　
ノ
ゾ
一

　
沌
々
津
川
と
時
称
し
た
文
献
は
、

4
1
に
も
げ
た
記
録
に
見
〃
2
九
る
カ
、

そ
の
他
の
文
献
に
も
あ
る

四
、
高
山
口
置
郎
の
巡
遊
記

　
「
美
々
闘
魂
る
右
り
“
岩
人
明
神

　
川
幅
白
星
余
り
渡
り
て
幸
木
、
是

　
よ
り
美
々
川
を
見
て
渡
る
」

　
　
寛
政
四
年
二
月
i
し
日

徳
川
幕
痢
末
期
頃
ま
て
は
翼
々
津
川

と
旺
称
し
た
も
の
か
多
い

　
耳
川

　
美
々
津
川
か
な
せ
月
川
と
な
っ
た

か
は
、
い
ろ
い
ろ
根
拠
か
あ
る
と
思

わ
れ
る
か
、
明
冶
田
平
に
な
り
国
」

地
理
院
に
よ
り
、
全
国
地
名
か
確
詮

し
た
際
「
中
川
」
と
な
’
．
た
よ
う
滞
、

あ
る
　
政
附
発
豹
日
本
地
図
や
文
部

省
発
／
臼
の
学
田
教
科
訂
等
に
も
月
川

と
記
さ
九
た
　
政
噴
、
県
等
の
ヘ
ム
文

書
も
「
封
川
」
と
書
く
こ
と
に
な
り

要
石
の
旺
称
と
な
．
た

　
耳
川
の
源
流
地
点

　
長
川
山
肌
の
背
骨
を
つ
く
’
．
げ
、
い

る
龍
本
県
と
椎
菓
置
賜
の
国
見
岳
、

日
岩
山
、
同
感
山
、
三
乃
山
、
高
岳
、

ぬ
・
9
3
山
の
高
山
の
麓
よ
り
斎
き
出
る

水
力
山
岳
の
ひ
た
、
ひ
た
の
小
さ
な

谷
川
か
あ
ち
こ
ち
よ
り
集
ま
っ
て
利

根
川
、
尾
前
川
、
千
」
動
川
、
小
崎

川
と
な
り
さ
ら
に
こ
薫
り
か
合
流
し

て
松
川
本
流
と
な
っ
た

幽晦

　
諸
塚
村
に
て
し
ノ
山
川
か
か
な
り

の
水
量
を
加
え
、
水
か
さ
も
増
し
、

西
郷
村
、
東
郷
町
と
過
ぎ
解
く
つ
ち

に
月
谷
川
等
二
f
1
1
の
支
流
か
加
わ

り
、
流
π
も
水
目
甲
も
曲
し
か
に
な
　
て

夫
々
津
港
に
d
く
の
て
あ
る

　
封
川
は
全
長
百
三
、
四
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
流
域
は
八
・
日
八
1
一
雫
乃
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る

　
母
な
る
山

　
山
岳
は
川
の
母
体
て
あ
る
　
山
林

力
な
か
っ
た
り
川
は
生
ま
れ
な
い

正

　　

@
⑧
牧
水
の
歌

水温若一山

け

藷

一

町
内
の

歌
碑
め
ぐ
り

〈
寺
迫
小
学
枝
〉

レ
東
郷
町
を
流
れ
る
耳
川

教
育
長
　
渡
辺
邦
彦

し
り
弓
は
か
な
し
か
ら
す
や
窄
の
ら

海
の
あ
を
に
も
染
ま
す
た
た
よ
小

　
昭
和
ー
ハ
i
年
の
牧
水
生
誕
自
年
記

A
．
し
の
年
を
期
に
、
町
内
の
各
学
枝
て

は
牧
水
の
歌
碑
を
建
て
よ
う
と
い
う

気
運
か
盛
り
あ
が
り
次
々
に
建
立
さ

れ
ま
し
た
、
も
迫
小
．
7
枝
て
も
そ
の

話
か
起
こ
り
、
当
時
の
職
長
寺
原
秀

昭
先
生
か
ら
、
「
歌
」
は
何
に
し
ょ

つ
か
と
の
相
談
を
一
、
気
け
ま
し
た
。
私

ぽ
即
坤
に
、
こ
の
し
り
自
、
の
歌
一
を

巾
か
降
る
、
山
の
本
々
の
水
滴
は
地

中
に
し
み
こ
ん
で
地
丁
水
と
な
り
、

山
ひ
だ
か
ら
チ
ョ
ロ
、
チ
ョ
ロ
て
て

き
て
谷
川
を
つ
く
る
　
谷
川
か
友
を

呼
ん
で
小
川
と
な
り
、
小
川
か
合
流

し
て
本
川
と
な
る

　
椎
葉
の
母
な
る
山
を
後
に
し
て
、

諸
塚
、
西
郷
、
東
郷
の
山
あ
い
か
ら

支
流
か
生
ま
れ
合
流
し
て
響
き
い
月

川
か
育
っ
た
の
て
あ
る
、

　
　
　
　
　
　
東
郷
町
文
化
協
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

‘
　
　
　
　

凸
　
　
　
　
‘
　
　
　
　

昌
　
　
　
　
邑
　
　
　
　
畠
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幽
　
　
　
　
幽
　
　
　
　
」
　
　
　
　
1
　
　
　
　
凸
　
　
　
　
昌
　
　
　
　
邑

推
せ
ん
し
ま
し
た

　
そ
の
理
由
は
、
町
内
し
枝
の
中
、

広
い
海
原
か
見
え
る
平
脈
は
た
た
　

つ
油
土
小
、
日
枝
た
け
て
あ
り
、
こ
の

学
枝
に
は
ぴ
っ
た
り
だ
と
考
え
た
か

ら
て
す
　
ま
た
、
こ
の
歌
は
多
く
の

皆
さ
ん
に
広
く
夏
涌
さ
れ
て
い
る
歌

て
も
あ
る
か
ら
て
す
、

　
除
幕
武
は
、
昭
和
・
バ
ー
二
年
二
月

二
一
八
日
に
挙
行
さ
れ
私
も
参
列
目

ま
し
た
　
全
枝
児
童
、
職
員
、
P
T

A
代
表
の
カ
々
の
参
加
の
も
と
、
半

長
先
生
の
居
合
の
演
舞
に
よ
っ
て
除

幕
さ
れ
、
厳
し
ゅ
く
な
中
に
す
が
す

が
し
い
除
幕
式
て
し
た
、
建
立
の
場

所
は
連
動
場
の
北
西
の
築
山
の
中
て
、

碑
は
南
側
を
向
い
て
い
ま
す

　
さ
て
、
こ
の
歌
に
つ
い
て
少
し
述

へ
て
み
ま
し
ょ
う
．

　
こ
の
歌
は
明
，
耐
四
i
年
（
二
f
二

歳
の
時
）
に
由
り
れ
て
お
り
、
　
「
新

声
L
一
二
月
ロ
ウ
に
掲
載
さ
れ
た
よ
う

て
す
　
「
新
声
」
て
は
「
海
の
」
目
、

空
の
青
に
も
」
と
な
っ
て
い
ま
す
か
、

第
一
歌
集
「
海
声
」
て
は
、
　
亙
ユ
の

寸
B
、
海
の
あ
を
に
も
　
」
と
訂
」
し

て
い
ま
す
．
．

　
こ
の
年
、
牧
水
は
墾
休
み
に
、
中

国
路
を
旅
し
な
か
り
故
郷
へ
届
り
ま

し
た
　
そ
し
て
、
同
山
県
の
一
本
松

雌
仕
発
て
は
、
あ
の
有
名
な
「
幾
山

河
」
の
歌
を
竹
り
ま
し
た

　
こ
の
一
し
り
巳
の
歌
も
、
こ
の
頃

の
竹
と
い
う
こ
と
は
わ
か
つ
’
、
い
ま

す
か
、
と
こ
て
詠
ん
だ
か
二
わ
か
’
、

て
い
ま
せ
ん

　
澄
み
き
’
．
た
・
目
い
空
、
静
か
な
海
、

そ
こ
に
謀
っ
て
い
る
す
き
と
お
る
よ

う
な
ま
ブ
．
自
な
自
、
（
か
も
め
）
、
　
牧

水
？
肖
春
ゐ
畏
感
に
、
区
さ
刃
て
広

ん
だ
て
あ
ろ
つ
そ
の
心
情
か
、
私
達

　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ノ

に
も
　
ひ
し
ひ
し
と
仁
わ
ブ
て
く
る

て
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
∫
蔑
山
河
し
の
歌
と
1
ー
ハ
に
、
牧
水

初
期
の
名
蒋
と
言
え
ま
し
ょ
’
一

べ
が

し

し

レ
寺
迫
小
学
校
の
歌
碑

、
つ

こ
・
つと報町1成几年川月｝∫［
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壇
　
　
、
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〕［

@
汐
　
〕
［
　
〕
　
　
〕
　
　
一
r

董
毒
卑

　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
げ

⑬
膝
の
痛
み

　　

ﾉ
つ
い
て

～
そ
の
一
～

7
ト

臼

中

間

季｝

雄

東

郷
イ内

院

　
今
回
は
お
年
寄
り
に
多
い
膝
の
痛

み
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す

　
お
年
奇
り
て
膝
か
痛
い
と
い
っ
患

者
さ
ん
を
診
ま
す
と
、
・
て
の
ほ
と
ん

と
は
変
形
桝
関
節
疽
に
よ
る
痛
み
て

す
　
て
は
こ
の
変
形
桝
関
節
短
と
い

つ
の
は
と
つ
い
つ
病
気
て
し
、
ぴ
つ
か

そ
の
剛
1
ー
ト
関
節
と
い
つ
の
は
と
つ
い

つ
構
、
旭
を
し
げ
、
い
る
か
簡
卑
に
況
明

し
ま
し
ょ
つ
　
関
節
と
い
う
の
は
要

す
る
に
肩
と
月
と
を
連
粘
す
る
部
分

て
す
　
連
粘
し
て
い
る
屑
の
表
面
は

泊
り
か
い
軟
骨
て
お
お
わ
れ
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㍗
に
眉
刀
↓
仔
脱
し
　
そ
赴
ら
力
隊
節

包
と
い
つ
袋
て
包
ま
れ
、
中
に
は
関

節
液
（
つ
ま
り
潤
溺
油
）
か
八
’
．
て

い
ま
す
　
と
こ
ろ
刀
＾
ヰ
亭
［
レ
＝
．
〆
、
く

る
と
こ
の
軟
骨
の
謡
言
隠
か
低
ト
し
、

軟
屑
の
乳
面
に
亀
裂
（
乱
す
る
に
ひ

ひ
割
れ
｝
か
“
ユ
し
、
さ
り
に
進
豹
す

る
と
屑
と
月
ー
ー
と
か
・
旧
接
の
つ
か
る
よ

う
に
な
り
、
関
節
の
腫
耽
〔
関
節
の

中
に
水
力
則
っ
た
状
態
）
、
桶
み
、

変
形
か
お
き
て
き
ま
す
　
こ
赴
力
変

形
性
膝
関
節
症
の
本
態
て
す

　
肩
折
し
た
後
の
変
形
か
原
囚
と
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
、
ほ
と
ん
と

は
加
令
に
よ
る
も
の
て
す
　
特
に
日

本
人
は
た
た
み
の
生
活
を
し
て
い
る

た
め
O
脚
（
膝
か
内
側
に
曲
’
．
た
状

能
と
の
人
力
多
く
、
こ
の
状
態
て
長

年
の
間
体
重
を
か
け
て
い
く
と
膝
の

内
側
は
か
り
に
体
車
力
か
か
り
、
や

カ
て
軌
屑
か
す
り
滅
’
．
て
し
ま
い
ま

す
よ
く
膝
の
内
側
か
禰
く
な
る
の

は
こ
の
た
め
て
す

　
そ
の
他
の
痘
状
と
し
て
は
、
動
竹

開
始
の
痛
み
（
動
き
始
め
に
桶
い
〕
、

階
段
冥
降
時
の
痛
み
〔
特
に
降
り
る

　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
ゴ
　

ロ

と
転
二
　
　
旺
厘
場
て
毛
、
・
な
」
　
　
癖
し

な
カ
ら
も
な
ん
と
カ
ル
け
　
し
は
ら

く
歩
い
て
い
る
と
少
し
軽
く
な
る
な

と
て
す
　
て
は
甫
療
法
と
し
て
は
と

つ
い
つ
も
の
か
あ
る
て
し
ひ
つ
か

一
番
人
切
な
こ
と
は
、
そ
れ
り
i
傷

ま
な
い
よ
う
に
し
て
、
膝
に
対
す
る

負
、
担
を
減
り
し
げ
、
あ
け
る
こ
と
て
す

　
負
担
を
減
ら
す
と
い
・
・
一
こ
と
は
と

つ
い
つ
こ
と
て
し
う
つ
か
　
そ
れ
は

体
中
を
減
ら
す
こ
と
、
舞
理
を
し
な

い
こ
と
て
す
　
私
と
も
の
外
木
て
も
、

躰
刀
痛
い
と
い
、
〆
、
こ
・
5
2
赴
る
鵡
し
レ
台

さ
ん
の
な
か
に
人
．
た
女
附
の
乃
を

よ
く
見
か
け
ま
す
　
体
顛
を
五
キ
ロ

故
ら
し
た
り
肱
の
桶
み
か
レ
　
丑
た
と

い
う
串
し
者
さ
ん
も
い
ま
す
し
、
そ
れ

ほ
と
体
量
の
コ
／
；
ロ
ー
ル
は
頭
要

て
す
　
ま
た
、
膝
か
桶
い
の
に
、
動

か
な
い
と
足
腰
か
弱
る
か
り
と
い
、

て
盤
、
理
に
ゆ
き
回
る
串
］
名
さ
ん
を
よ

く
見
か
け
ま
す
　
こ
れ
は
全
く
辿
効

果
て
、
桶
い
と
き
に
は
汝
晶
に
す
る

こ
と
か
一
番
て
す

　
こ
こ
て
佳
活
　
の
　
一
二
即
．
と
い
つ
の

を
提
唱
し
た
い
と
思
い
ま
す
　
そ
れ

は
、
ユ
柵
理
を
し
な
い
ノ
　
嚇
を
冷
さ

　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

な
い
「
，
，
劇
は
な
い
　
て
す
　
動
き
回

．
た
後
に
膝
を
冷
や
す
の
は
有
効
て

す
刀
、
そ
九
以
外
は
む
し
ろ
暖
め
た

乃
か
皿
の
循
環
か
よ
く
な
り
ま
す

　
ム
転
は
な
い
と
い
つ
こ
と
は
外
一
陽
↓
乞

防
く
と
い
つ
曽
昧
て
、
杖
↓
ご
使
ノ
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す

　
次
回
は
、
1
ー
ハ
体
的
な
，
面
療
法
、
理

～
療
法
の
d
乃
ー
ー
ト
つ
い
げ
、
お
話
…
し
ま

す

盆
μ
義
義
義
義
義
義
義
義
号
。
馨
。
ぢ
。
玄
・
ぢ
◎
》
・
♂
レ
魯
・
」
レ
。
ぢ
・
ぢ
。
玄
。
ゼ
臼
玄
・
ぢ
ρ
ぎ
。
玄
・
ぢ
・
ぢ
・
玄
・
ぜ
7
ぎ
。
喜
・
玄
・
》
・
ぢ
・
ザ
ぼ
ザ
〆
ぢ
q
》
♂
レ
つ
ゼ
ご
ぜ
望
》
。
》
’
ゼ
￥
’

犯

だ

よ

リ

臓
色
セ
賜

・
、
、
避

残

ケ

’

珍
4

／．
_
冒

づンー

／，
5

、＾・ごw　　／

、

ク
説
多

誘
拐
を
防
ぐ
に
は
…
…

　
最
近
、
テ
レ
ヒ
な
と
て
同
質
な
誘

拐
事
僧
か
馬
追
さ
れ
て
い
ま
す
カ
、

日
頃
か
ら
家
族
や
地
域
か
一
体
と
な

．
〆
、
次
の
こ
と
に
d
湿
し
て
、
誘
拐

を
木
鉄
、
に
防
ぎ
ま
し
ょ
つ

C
・
．
」
供
に
対
す
る
Ψ
素
の
し
つ
け

●
知
ら
な
い
人
か
ら
自
動
車
な
と
に

　
乗
せ
て
あ
け
る
、
遊
園
地
て
遊
ほ

　
つ
な
と
と
誘
わ
れ
て
も
、
は
っ
き

　
り
断
わ
る

●
知
ら
な
い
人
に
道
案
内
を
頼
ま
れ

　
た
り
、
中
に
乗
っ
た
り
つ
い
て
’
有

　
∫
．
た
り
し
な
い
て
、
そ
の
場
て
知

　
’
．
ガ
、
い
る
こ
と
を
教
え
る

●
む
り
に
連
れ
て
竹
か
れ
そ
つ
に
な

　
つ
た
と
き
は
、
近
く
の
家
に
逃
げ

　
込
む
か
、
人
声
て
助
け
を
呵
る

●
友
ち
圧
か
知
ら
な
い
人
に
連
れ
て
’
質

　
か
九
そ
つ
に
な
’
．
た
と
き
は
、
す

　
く
近
く
の
人
人
に
知
ら
せ
る

◎
家
族
か
仕
昌
」
す
る
こ
と

●
公
園
、
神
社
な
と
て
は
一
人
遊
ひ

　
を
さ
せ
な
い

●
．
」
供
の
行
き
先
、
届
宅
時
間
を
常

　
に
碓
か
め
て
お
く

●
F
素
か
ら
心
構
え
を
話
し
て
お
く

乞
地
域
の
乃
々
カ
ー
1
昌
〕
す
る
こ
と

●
人
通
り
の
少
な
い
．
助
て
遊
ん
で
い

　
る
．
」
供
を
見
か
け
た
ら
d
畠
〕
す
る

●
見
知
ら
ぬ
人
人
か
、
．
一
供
の
遊
ん

　
て
い
る
付
近
を
つ
ろ
つ
い
て
い
た

　
ら
、
よ
く
d
セ
し
て
、
変
だ
と
威
」

　
し
た
ら
　
　
7
番
す
る

●
～
供
か
不
番
な
名
か
り
声
を
か
け

　
り
乱
た
と
か
、
追
い
か
け
り
れ
た

　
と
口
つ
時
は
、
警
祭
へ
届
け
出
る

　
よ
う
に
す
る

G6）

）
　／ク／

／r
、

、

）

／

ク
ノ
／
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回
回

回圃

％
戴
譜

ψ　　
　
　
　
　
マ

9

副ノニ

名

年
金
受
給
者

　
　
説
明
会

　
斥
千
金
一
膳
妹
輸
4
日
と
一
二
、
新
一
一
い
人
生

を
歩
み
始
め
た
皆
さ
ん
に
対
し
ま
し
て
、

健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
年
金
生
活

と
年
金
に
関
す
る
基
礎
知
識
等
に
つ

い
て
の
説
明
会
が
次
の
と
お
り
開
催

さ
れ
ま
す

▽
日
時
　
P
月
2
5
日
　
B
時
即
分
～

▽
場
所
　
日
向
市
中
央
公
民
館

▽
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
○
公
的
年
金
制
度
7
2
説
明

　
○
識
∵
演
π
健
庸
い
で
認
生
を
、
が
い
あ
る

　
生
活
設
計
）

　
○
ア
ト
ラ
ク
シ
「
＝
ン

　
○
年
金
相
談
・
健
康
相
談
コ
ー
＋
i

▽
主
催
　
　
延
岡
社
会
保
険
事
務
所

延
岡
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

　
ア
カ
デ
ミ
ー

　
学
生
募
集

　
延
岡
コ
ン
ビ
．
一
ー
タ
・
ア
カ
デ
ミ

…
は
、
情
報
処
理
技
能
者
（
プ
ロ
グ

ラ
マ
ー
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と

い
∫
．
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
惇
門
家
〕
の

養
成
校
で
、
来
春
、
開
校
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
次
の
要
領
で
学
生
を
募
集

し
ま
t
．

　
　
　
▽
学
科
お
よ
び
募
集
定
員

　
O
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
〔
脚
名
｝

　
O
情
報
シ
ス
テ
ム
白
雲
名
｝

　
○
シ
ス
テ
ム
制
御
科
【
帥
名
　

▽
入
学
資
格

　
L
二
等
学
校
h
竿
業
者
お
よ
び
平
成
2

　
年
3
月
卒
業
見
込
み
ゐ
者

▽
第
「
次
試
験
日

　
　
　
　
平
成
2
年
－
月
2
8
日

▽
第
二
次
試
験
日

　
　
　
　
平
成
2
年
3
月
1
1
日

▽
第
三
次
試
験
日

　
　
　
　
平
成
2
年
4
月
－
日

▽
問
い
合
わ
せ
先

　
延
岡
コ
ン
ヒ
ュ
ー
ー
タ
・
ア
カ
デ
ミ
ー

　
開
設
準
備
室

　
智
0
9
8
2
3
4
7
8
3
3

原
子
爆
弾
被
爆
者

　
　
健
康
診
断

　
県
で
は
、
被
爆
者
健
康
手
帳
及
び

健
康
診
断
受
診
者
証
を
お
持
ち
の
皆

さ
ん
を
対
象
と
し
た
唱
成
．
兀
年
度
第

2
回
健
康
診
断
を
、
平
成
元
年
十
月

一一

冾
ｩ
ら
十
月
三
十
一
日
目
で
の
期

間
中
に
各
保
健
所
に
お
い
て
実
施
い

た
し
ま
す
．
受
診
料
は
無
料
で
す
の

で
、
も
れ
な
く
受
診
さ
れ
る
よ
う
お

知
ら
せ
し
ま
す
．

　
な
お
、
健
康
診
断
日
は
、
各
保
健

所
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
居
住

地
を
管
轄
す
る
保
健
所
に
あ
ら
か
じ

め
お
閤
曰
い
ベ
ロ
わ
せ
／
＼
だ
さ
い

10

獅
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民
検
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鳥
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仲

一　一

　　　　　　田
　　一長公
民部崎民山
り一、

館三・館・庭館
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　　　　口　　　奮：・一

　　　　　　　　　田部

鹿

　　芋
　　迫
ノ　　サ

ロ中
　　尾

ノ

［」

集

落

キ
ジ
タ
i

窪き

�
c
談
會

　
毎
年
実
施
し
π
、
い
る
林
業
関
係
者

の
座
談
会
を
次
の
日
程
に
よ
り
開
催

し
ま
す

　
な
お
、
…
開
ヘ
ム
凶
聞
は
、
　
い
凄
9
れ
の

会
場
も
午
後
7
時
か
ら
で
す
．

▽
1
0
月
6
日
　
下
渡
川
集
会
所

　
　
　
　
　
越
表
生
改
セ
ン
タ
ー
1

▽
1
0
月
1
1
日
　
坪
谷
公
民
館

▽
1
0
月
1
2
日

▽
1
0
月
1
3
日

▽
1
0
月
1
6
日

▽
1
0
月
1
7
日

仲
深
公
民
館

羽
八
事
改
セ
ン
タ
ー

田
野
公
民
館

八
重
原
公
民
館

迫
野
内
公
民
館

鶴
野
内
公
民
館

小
野
田
公
民
館

庭
田
集
会
所

福
瀬
公
民
館

　
　
今
月
の
納
税
等

国
民
健
康
保
険
税
五
期

町
県
民
税
三
期

善
急

　　

@　

@　

@　

E
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．

寛
学
迫
の
出
代
嘉
穂
さ
ん
か
ら

　
〔
マ
ツ
エ
さ
ん
・
8
4
歳
ご
死
実
ご

◎
〕
野
瀬
の
直
野
ト
ヨ
．
r
さ
ん
か
ら

　
〔
正
義
さ
ん
・
7
9
歳
ご
死
彩
ご

〔
9
小
野
田
の
水
尾
定
臣
さ
ん
か
ら

　
（
マ
サ
ノ
さ
ん
・
8
2
歳
ご
死
ち
こ

※
一
般
寄
付

　
羽
坂
の
与
原
平
美
さ
ん
か
ら
、
快

気
侃
と
し
て
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

へ
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
．
｝

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

芦
籟
だ
講
り
…
一

（
八
月
届
出
分
）
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